
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回古賀市景観市民会議では、生活者の視点から、古賀のお宝景観をあぶりだしていただくため、まず参加者の

皆さんと『景観とは何か？』『お宝景観とは何か？』ということについて、勉強しました。 

市民会議では、『美しい海や田園、山並み、夕日などの風景』や『日常生活の中にある小径（フットパス※）』などの中

で、他の人に誇りたい場所や誇れるように磨きをかけていきたい場所をお宝景観と位置づけます。 

古 賀の景観を考える 

発行／平成 29 年４月 古賀市都市計画課 

“お宝景観”を売り出
そう！ 

・景観ルールの検討 

・計画の確認と“眺め”のブラ
ンド化に向けた戦略検討 

景観づくりの流れ 

景観セミナー（2/12） 

シンポジウム 

策
定
委
員
会 

景観市民会議 

○生活者の視点から、古賀景観の把握・価値付け 

○景観まちづくりに必要な施策等の洗い出し 

回 テーマ 主な目的 

第１回 

(H29.3.31) 第
１
回 第２回 

(H29.6) 

暮らしの中の“お宝景
観”をあぶりだそう！ 

・重点テーマの絞り込みと 

まち歩き候補地検討 

“お宝景観”を探しに
出かけよう！ 

・まち歩きワークショップ 

第３回 

(H29.9) 

“お宝景観”のあり方
を考えよう！ 

第４回 

(H30.1) 

・こがの特性、課題整理と景
観のあり方検討 
・景観ゾーニングと方針検討 

今回 

 

Ｈ
28

年
度 

第
２
回 

第
３
回 

古賀市景観計画（素案） 

パブリックコメント 

悪いと感じる景観を 

減らしていくことも大切！ 

古賀の浜から見る夕日は 

嵐の CM に負けない美しさ！ 

く
ら
し
・ま
ち 

班 

▶都市景観（団地など）や幹線道

路、生活道路などについて 

▶周辺の景観に配慮しつつも、発

展していく街並みや道路周辺の

景観をいかに秩序立てていくか

について 

歴
史
・文
化 

班 

▶市内にある歴史的なもの、文化

的な景観などについて 

▶景観ごとに時代背景や物語な

どで関連付けられるかどうかに

ついて 

何気ない田園景観が 

良い！ 

自
然 

班 

▶市特有の自然景観の保全・活

用等について 

▶不法投棄等による景観の乱れ

の問題について 

 

Ｈ
29

年
度 

計
画
素
案 

説
明
会 

古賀市景観計画（案） 

 

グループワークでは、『くらし・まち』、『歴史・文化』、『自然』の班ごとにお宝景観や気になっている景観を挙げてもら

いました。景観に対する考え方も人それぞれで、良い景観をアピールするだけでなく、悪いと感じる景観を改善すること

も必要との意見もありました。 

今回は、テーマを超えて多くの人に共通したものから、「知る人ぞ知る」穴場的なものまで、古賀ならではのお宝景

観を再発見することができました。日常生活の一部となっていて価値に気づきにくいものも、その価値を再発見し、大

切にしていく必要があると考えます。また、古賀の悪いと感じる景観を改善することによって、よりよい景観にするという

視点の重要性についても改めて認識しました。 

次回のまち歩きでは、今回挙げられたお宝景観や気になる景観について、実際に現地を見て再確認します。 

お  宝景観とは・・・ 

 

ＰＲＯ 
ＧＲＡＭ 19：00  １．開会・あいさつ 

１9：10  ２．会議の目的・位置づけ 

１9：15  ３．景観のとらえ方 

１9：20  ４．グループ分け＆自己紹介 

19：40  ５．“お宝景観”をあぶりだそう！ 

  （景観テーマ別） 

20：40  ６．発表・まとめ 

20：55  ７．閉会・あいさつ 

快適な住環境の創出、観光・交流の促進 

まちの活力の向上 など 

第１回プログラム 

※「フットパス」とは 

イギリスを発祥とする“森林や田園地帯、古い街並みなど地域に昔からあるありのま
まの風景を楽しみながら歩くこと【Foot】ができる小径(こみち)【Path】”のことです。 

 

作業風景 検討テーマ 班名 

木々が芽吹き始め、春の訪れを実感できるようになってきた３月31日（金）に、「第１回

古賀市景観市民会議」を開催しました。会議には、古賀市内の様々な地域から14名

（委員総数25名）の方々にご参加いただき、年齢や性別、職業を越えて自由闊達な議

論が行われました。 

第１回会議は、テーマを『暮らしの中の“お宝景観”をあぶりだそう！』と題して、くらし・

まち、歴史・文化、自然のテーマごとに３つの班に別れて、暮らしの中で皆さんが大事に

思っている景観を挙げていただきました。 

この日発掘された景観は、どれも古賀の宝となる景観であり、古賀には多種多様なお

宝景観があちこちにあることを共有することができました。しかし一方で、話し合いでは、

古賀の悪いと感じる景観についても意見が挙がり、景観の取り組みにおいては、守り育て

ると同時に改善していくことも大切であると実感する会議となりました。 



◆各班の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【古賀のその他のお宝景観】 

・大根川上流 

・薬王寺の歴史ある雰囲気 

・小山田周辺 

・鹿部神社からの眺め                    等 

【まちあるき候補地】 【古賀のお宝景観】 

【まちあるき候補地】 【古賀のお宝景観】 

【古賀の良い景観・気になる景観】 

く
ら
し
・ま
ち 

班 

歴
史
・文
化 

班 

自
然 

班 

【古賀の良い景観】 

●大塚の交差点 

イギリスの田園のような景色が広がる。 

●小野公園・薦野城跡 

桜がきれい。 

●薬王寺水辺公園 

鹿を見ることができ、鹿ウォッチングも行われている。 

ため池の水が昔よりきれいになった。 

【古賀の特に自慢したい景観】 

●古墳 

●古賀神社 

●海辺の景観 

古賀の浜から見る夕日。嵐のＣＭに負けない風景。 

【古賀のその他のお宝景観】 

・川沿いの小路 

・ハマボウ 

・花鶴浜 

・清滝の清流と桜 

・米多比周辺の山なみと田園 

・ムーミンの木、五所八幡 

・興山園と薬王寺をつなぐ遊歩道 

・ムシロウチの菜の花 

・西部電機の桜並木 

・桜の季節がオススメ                    等 

【古賀の特に自慢したい景観】 

●古賀海岸 

砂浜が白くとてもきれいで、日没が素晴らしい。 

●興山園 

●古賀グリーンパーク 

【古賀の気になる景観・アイデア等】 

・古賀海岸には流木・ゴミがある。 

・ＪＲ古賀駅で実施されている清掃活動と協力する。 

・西鉄宮地岳線跡地を歩いて楽しい道にする。 

・大根川の土手を安心して歩きたい。 

・九州自動車道や国道３号沿いの田んぼが福岡都市圏ら

しくない。 

・古賀東中学校周辺や上米多比から薬王寺は街灯がなく

危ない。一方、舞の里の一部区内では、住民の自主的

な取り組みとして夜間は家の外灯をつけている。 

・筵内や青柳小学校周辺にスクラップ置き場があり、景観

面だけでなく、生活環境面でも不安を感じる。 

・街路樹の剪定に地域住民の意見も取り入れられると良

い。個人宅の木々が道路にはみ出している。 

・屋外広告物の色彩が目立つ。 

・段差あって歩きにくい道がある。             等 

 
 
 

第２回 古賀市景観市民会議のお知らせ 

平成２９年５月２０日（土） 9：00～ 

次回は、第１回会議で挙げられた古賀のお宝景観や気になる景観を班ごとに見学していきます。 

実際に現場を見ながら話し合うことで、古賀の暮らしの中にある景観の魅力や問題点を再確認していきます。 


